
昭
和
二
十
八
年
度
修
士
論
文
要
約

　
　
近
郊
農
村
の
経
済
構
造
に
及
ぽ
す
地
理

　
　
的
基
礎
に
関
す
る
諾
問
題

　
都
市
経
済
が
近
郊
農
村
よ
リ
漸
次
全
国
へ
波
及
し
つ
つ
あ
る
現
在
、
先

進
農
業
地
域
と
Ｌ
て
の
近
郊
農
村
が
幾
多
の
相
克
と
矛
盾
、
融
合
、
同
化

の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
高
匿
農
業
に
．
よ
る
多
角
的
経
営
を
以
て
自
己
の
生

活
手
段
を
獲
得
Ｌ
つ
つ
あ
る
。
か
か
る
発
展
過
程
に
１
あ
る
京
都
、
大
阪
の

近
郊
農
村
の
経
済
構
造
の
機
能
、
特
質
は
次
の
如
き
地
理
的
基
盤
に
、
立
脚

し
て
い
る
。
即
ち
低
湿
な
淀
川
両
岸
の
輸
申
地
域
に
於
て
、
蓬
根
栽
培

（
左
岸
）
、
杷
柳
栽
培
（
右
岸
）
が
共
に
．
地
形
卑
湿
で
排
水
不
良
、
高
い

堤
防
が
輸
申
聚
落
の
外
廓
的
主
体
を
な
し
、
他
作
物
不
適
で
あ
り
、
又
傾

斜
地
立
地
村
落
の
位
置
す
る
西
京
丘
陵
地
域
の
筍
栽
培
も
前
二
者
同
様
地

形
、
土
嚢
、
気
候
因
子
の
適
合
性
、
大
都
市
滋
場
圏
内
の
優
位
な
地
理
的

位
置
、
交
通
の
発
達
、
完
全
な
余
剰
労
力
の
利
用
、
杜
会
的
経
済
的
諾
要

因
が
結
合
し
、
夫
女
全
国
屈
指
の
生
産
地
域
を
な
し
、
今
後
益
々
近
郊
農

村
の
拡
大
性
を
伴
い
つ
つ
、
農
村
の
都
市
的
経
済
化
へ
の
過
程
を
辿
る
で

あ
ろ
う
、
　
（
森
田
敬
一
）

　
　
近
畿
地
方
の
工
業
人
口
の
発
展
過
程

　
明
治
以
降
の
我
が
国
工
業
人
ｎ
一
の
変
遷
は
徐
人
で
あ
リ
、
英
米
仏
は
早

く
よ
リ
優
位
を
占
め
、
米
国
は
明
治
－
昭
和
初
期
の
間
著
し
く
飛
躍
を
遂

げ
夫
カ
の
特
色
を
示
し
て
い
る
、
、
近
畿
地
方
の
そ
れ
を
見
る
と
、
明
治
後

半
に
。
は
我
が
国
産
業
革
命
期
の
様
相
を
反
映
し
、
工
業
人
口
の
増
減
率
を

見
る
と
重
工
業
の
盛
ん
な
地
域
は
根
底
よ
リ
減
少
す
る
こ
と
無
く
、
軍
事

的
都
市
の
増
減
は
急
激
で
あ
る
。
都
市
は
経
済
状
勢
の
変
化
に
・
鋭
敏
で
、

特
に
。
新
興
地
方
都
市
は
そ
の
盛
衰
が
著
し
く
、
戦
時
生
産
機
構
の
在
リ
方

　
　
　
昭
和
二
十
八
年
匿
修
士
諭
丈
妥
的

の
一
面
を
現
わ
し
、
軍
需
工
業
の
み
に
。
頼
る
こ
と
の
危
険
性
を
示
す
も
の

で
あ
り
、
朝
鮮
動
乱
後
に
来
た
る
べ
き
も
の
を
暗
示
す
る
様
に
も
思
わ
れ

る
、
、
要
す
る
に
１
本
地
方
は
、
我
が
国
経
済
の
縮
図
で
あ
リ
、
我
が
国
経
済

が
農
か
ら
脱
し
切
れ
ぬ
こ
と
、
戦
争
が
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
こ
と
、
明

治
時
代
は
轡
を
並
、
ベ
エ
業
が
発
展
し
た
が
、
共
後
は
杜
会
の
進
歩
す
る
に

従
い
人
文
的
条
件
が
大
き
く
影
響
し
、
地
域
に
．
よ
っ
て
そ
の
発
展
衰
微
を

異
に
■
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
、
、
（
数
井
良
雄
）

　
　
日
本
塩
業
の
研
究

　
「
ｅ
・
Ｈ
お
茅
豪
昌
臣
冒
掌
」
と
Ｌ
て
の
塩
は
古
来
人
文
現
象
の
重
要
な
る

対
象
と
な
っ
た
。
目
本
塩
田
は
、
無
堤
塩
焼
・
有
堤
焼
．
揚
浜
式
間
田
入

浜
式
塩
田
各
時
代
の
累
進
的
発
展
過
程
を
と
っ
て
い
る
。
申
世
末
期
の
塩

田
閏
現
以
来
、
例
え
ば
赤
穂
塩
田
等
五
期
の
革
命
を
経
て
今
目
に
・
至
り
、

現
在
は
第
六
革
命
翔
の
過
渡
期
で
あ
る
。

　
目
本
塩
業
は
資
本
主
義
化
が
最
も
早
く
実
現
し
た
生
産
類
型
で
あ
る
。

然
し
地
域
的
分
業
は
資
本
主
義
の
発
達
と
共
に
成
熟
し
た
が
、
生
産
の
分

業
は
未
発
達
に
■
て
、
塩
供
給
不
足
を
解
決
す
る
上
か
ら
も
愈
人
そ
の
研
究

が
計
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
又
塩
の
持
っ
本
質
よ
リ
、
古
来
政
策
の
必
然

性
は
勿
論
の
こ
と
、
交
通
需
要
の
主
体
者
と
も
な
っ
た
、
政
策
類
型
の
地

域
差
は
、
塩
田
核
心
地
成
立
の
主
要
困
と
な
リ
、
流
通
面
で
は
交
通
路
の

開
拓
者
で
あ
る
。
且
そ
の
商
業
資
本
は
国
内
経
済
化
へ
の
搾
進
力
と
も
な

っ
た
、
、
一
方
生
産
・
流
通
両
部
門
の
考
察
を
通
じ
て
経
済
秩
序
雅
展
段
階

考
究
の
一
尺
度
と
な
リ
、
地
域
性
把
掻
の
一
指
標
と
も
な
る
。
斯
様
に
。
塩

業
は
杜
会
科
学
の
研
究
対
象
と
し
て
、
極
め
て
重
要
な
資
料
を
提
供
す
る

と
共
に
・
塩
業
発
展
の
推
進
力
は
経
済
政
策
に
．
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
今

目
の
あ
リ
方
に
も
大
い
に
１
指
針
を
与
え
る
と
こ
ろ
も
な
る
。
（
富
岡
僕
八
）
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